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Pick Up
今月のイベント

　

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ふ
く
し
ま
創
造

会
議
は
１
月
４
日
、
遠
藤
尚し

ょ
う

選
手

（（
株
）忍
建
設
ス
キ
ー
部
）と
星
野

純じ
ゅ
ん

子こ

選
手（
チ
ー
ム
リ
ス
テ
ル
）の

両
選
手
と
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
締
結
、

町
役
場
で
記
者
会
見
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
昨
季
か
ら
本
県
ゆ
か

り
の
選
手
と
契
約
を
締
結
。
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
モ
ー
グ
ル
ト
ッ
プ
選

手
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ウ
エ
ア

に
貼
り
付
け
た「
会
津
磐
梯
山
エ
リ

ア
」の
文
字
入
り
ワ
ッ
ペ
ン
で
、
地

域
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

今
季
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
願
い
を
込
め
、
ワ
ッ
ペ
ン
に

「
絆
」の
文
字
を
入
れ
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
に
臨
ん
だ
遠
藤
選
手

は「
東
北
に
も
っ
と
元
気
を
与
え
る

滑
り
を
し
た
い
。
一
つ
で
も
多
く
表

彰
台
に
上
り
た
い
」と
力
強
く
語
り
、

星
野
選
手
は「
活
躍
し
て
、
少
し
で

も
会
津
磐
梯
山
エ
リ
ア
を
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

※
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ふ
く
し
ま
創
造
会
議

本
町
を
含
む
磐
梯
山
周
辺
地
域
の
３
町
村

（
猪
苗
代
町
、
磐
梯
町
、
北
塩
原
村
）
と

地
域
内
の
ス
キ
ー
場
、
ス
キ
ー
関
係
団
体
、

商
工
・
観
光
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
県
な

ど
で
構
成
す
る
団
体
。
磐
梯
山
周
辺
地
域

に
お
け
る
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
基
盤

強
化
と
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
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今月の表紙
町の平成 24 年成人式
は学びいなで開かれ、
会場は晴れの日を迎え
た 新 成 人 158 人 の 笑
顔であふれました。
写真は「自立した大人
に成長したい」と笑顔
で答えた渡部由

ゆ

紀
き

さん
（左）と渡邉晴

は る

香
か

さん
（右）　

【撮影日】　１月８日
【撮影場所】　学びいな

【目次】

　  20 歳を迎えた若者の成人を祝うとともに、
　　　 成人としての責任や義務を理解し、
自覚を持ってもらうための儀式。それが成人式だ。
　   晴れの門出を迎え、式に臨んだ新成人は、
　　　   その成長を見守ってきた人々は、
　　　　何を感じ、何を思うのだろうか

猪苗代・翁島・千里地区の新成人

月輪・長瀬・吾妻地区の新成人

誓い
特集
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24
年
の
町
成
人
式
は
１
月
８
日
、

学
び
い
な
で
執
り
行
わ
れ
、
男
子
92

人
、
女
子
66
人
の
計
１
５
８
人
が
新

成
人
と
し
て
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
。

　
「
お
お
っ
！　

久
し
ぶ
り
」

　
「
き
ゃ
あ
ー　

元
気
だ
っ
た
？
」

　

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
久
々
の

再
会
を
喜
ぶ
新
成
人
た
ち
。
学
び
い

な
の
廊
下
に
響
き
渡
る
喜
び
の
声
は
、

式
が
始
ま
る
直
前
ま
で
や
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

式
で
は
前
後
町
長
が「
若
い
人
た

ち
に
は
将
来
が
見
え
に
く
い
時
代
。

一
人
一
人
が
、
目
標
と
揺
る
ぎ
な
い

信
念
を
持
っ
て
社
会
を
切
り
開
い
て

ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
町

内
６
地
区
の
代
表
者
に
そ
れ
ぞ
れ
成

人
証
書
を
手
渡
し
た
。

　

鈴
木
武た

け

喜き

町
議
会
議
長
、
小
檜
山

善よ
し

継つ
ぐ

県
議
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
成

人
代
表
の
土
屋
恒ひ

さ

人と

さ
ん
が「
私
た

ち
は
、
震
災
後
の
新
し
い
価
値
基
準

02

長田　遥
はるか

  さん

あの震災を乗り越えて、
みんなでまた会うこと
ができました。成人式
を迎え、あらためてそ
の喜びを感じています。
現在は会社員として事
務の仕事をしています。
社会人として、一日で
も早く一人前になれる
ように仕事を頑張りた
いです。

吉川　夏
な つ

海
み

  さん

専門学校に通っていた
私は、仙台で被災し避
難所での生活を体験し
ました。家族や友達と
も全く連絡が取れず、
混乱した状況の中で、
人とのつながりや支え
合うことの大切さを感
じました。現在は歯科
助手の仕事をしていま
す。仕事で親孝行でき
るように頑張っていき
たいです。

五十嵐裕
や す

之
ゆ き

  さん

震災や原発事故などが
あり、亡くなった人も
大勢いる。そんな中で
成人を迎えられたこと
に感慨深さと責任を感
じています。成人式で
は、久しぶりに友達と
会えてうれしいです。
育ててくれた両親に感
謝しています。今は大
学生なので、勉強を頑
張りたいです。

兼田　賢
た か

明
あ き

  さん

東日本大震災の時は大
学のある千葉にいまし
た。電話もつながらな
い混乱の中、何よりも
実家の家族が無事かど
うかが心配でした。両
親に厳しく育てられた
ことは、今、自分の財
産になっています。感
謝の気持ちを込めて充
実した大学生活を送り、
勉強に励みたいです。

小椋　謙
け ん

斗
と

  さん

航空自衛隊百里基地に
勤務しており、震災後
は災害派遣で松島に行
きました。被災地の想
像を絶する光景や被災
者の思いを肌で感じた
経 験 か ら、 二 十 歳 に
なった今、新成人の若
い力で日本を復興させ
たいと思います。親に
は、20 年 間 育 て て く
れた感謝の思いをあら
ためて感じています。

楽しかったあの頃があった
人知れず悩んだ日もあった
未曾有の大震災も経験した
幾多の困難を乗り越え、
晴れの門出を迎えた新成人に
今の気持ちを聞いた

安部　貴
た か

市
い ち

  さん

震災は商工業に多大な
影響を与えていますが、
社会の中で人と人とが
協力する気持ちが芽生
えたと思います。成人
式は育ててくれた両親
に感謝をする日。この
気持ちを忘れずに頑張
ります。リオンドール
猪苗代店で魚を扱って
いるので、お客様に満
足してもらえる商品づ
くりに努めていきたい。

関和　瞳
ひとみ

  さん

震災から今日まで、福
島県の報道を目にしな
い日はなく、古里の深
刻な状況を思うと胸が
痛みます。福島県の国
語教師になるのが私の
夢。教師として福島復
興の役に立っていきた
いです。大学に入学し
親元を離れたこともあ
り、家族に対する感謝
の気持ちをあらためて
感じています。

を
作
り
上
げ
て
い
く
第
一
世
代
。
力

を
合
わ
せ
若
く
豊
か
な
想
像
力
を
存

分
に
発
揮
す
れ
ば
、
立
ち
上
が
る
猪

苗
代
町
、
強
い
福
島
、
そ
し
て
、
明

る
い
日
本
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ

た
使
命
の
一
つ
。
多
く
の
人
た
ち
と

の
絆
を
よ
り
一
層
大
切
に
し
、
自
分

が
選
ん
だ
道
を
し
っ
か
り
と
歩
ん
で

い
く
」と
宣
誓
。
会
場
は
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
、
式
は
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

　

新
成
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
や
未
来
に
向
け
て

の
思
い
な
ど
を
聞
い
た
。

　

両
親
へ
の
感
謝
、
東
日
本
大
震
災
、

古
里
へ
の
思
い
、
夢
や
目
標
な
ど
、

新
し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
彼

ら
が
感
じ
て
い
た
こ
と
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

Igarashi Yasuyuki

Sekiwa Hitomi

Ogura Kento Kaneta Takaaki Abe TakaichiYoshikawa Natsumi Osada Haruka

1_ 晴れの日を迎えた皆
さん。友人との再会を喜
ぶ笑顔がまぶしい ／ 2_
神妙な面持ちで式に臨む
新成人。その姿は大人と
しての自覚と責任感を
感じさせる ／ 3_ 会場に
は、昭和 60 年からの成
人式集合写真が展示され
た。先輩たちや両親の姿
も？ ／ 4 ＿ 成 人 と し て
の決意を読み上げた土屋
恒人さん

二
十
歳
の
誓
い

01

0304

新成人から
　ひと言

町
内
の
新
成
人   

１
５
８
人
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成人おめでとうございます

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
猪
苗
代
や
福

島
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
。
地
元
に

戻
っ
て
、
こ
ち
ら
で
頑
張
り
た
い
と

い
う
声
な
ど
も
聞
け
て
、
大
変
頼
も

し
く
、う
れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

同
時
に
、
行
政
と
し
て
は
、
そ
の
気

持
ち
に
応
え
る
努
力
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
若
い
人
の

働
く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
現
在
計
画
が
進
ん
で
い
る
道

の
駅
、
地
熱
発
電
や
企
業
誘
致
な
ど

で
さ
ら
な
る
雇
用
の
拡
大
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
こ
の
町
に
生
活
の
基

盤
を
置
く
の
で
あ
れ
ば
、
子
育
て
支

援
策
も
重
要
。
こ
ど
も
園
の
建
設
に

よ
る
子
ど
も
の
保
育
、
教
育
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
の
健
康
管
理

や
働
き
た
い
お
母
さ
ん
の
仕
事
な
ど

も
含
め
た
総
合
的
な
子
育
て
支
援
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２回目の成人式を迎えた
40歳の先輩から新成人へ
メッセージ

　成人を迎えた皆さん、大人の仲間
入りおめでとうございます。
　新成人に何かメッセージをという
ことですが、今私から皆さんに何か
を伝えるとしたら、若いうちに積極
的に人や地域と関わる活動をしてほ
しいということです。地元の消防団
や青年会、女性なら趣味のサークル
活動など、いろいろな年代、いろい
ろな地域の人と関わり合うことは、
自分の世界を広げることになります。
そうした他人との関わりの中から、
社会の中で自分に求められている役
割、自分のやりたいことや目指した
いことなどのヒントが得られるかも
しれません。まずは無理のないとこ
ろから始めるのがいいと思います。
　震災後の県内は大変な状況にあり、
生活も就職も厳しい時期です。しか
し、そんな状況を打破できるのも若
い世代のアイデアや行動力です。こ
れからの社会を、復興を支えていく
仲間として、一緒に力を合わせて頑
張っていきましょう。
　町外に転出した人も、その転出先
で、自分の生まれ育った猪苗代の置
かれた状況やいい所をどんどん広め
ていってほしいです。もしかしたら
そこから新しいつながりが生まれる
かもしれません。

町企画財務課
土屋　伸

し ん

  主査

　

新
し
い
図
書
館
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
勉
強
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
併
設

し
ま
す
。
大
人
の
目
が
届
く
場
所
で

あ
れ
ば
、
親
も
安
心
し
て
働
け
る
。

子
ど
も
た
ち
も
安
心
し
て
勉
強
に
取

り
組
め
る
は
ず
で
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
少

し
て
お
り
、
超
高
齢
化
社
会
が
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。
若
い
世
代
や
高
齢

者
が
、
老
後
に
不
安
を
感
じ
る
よ
う

で
は
町
に
住
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

医
療
機
関
か
ら
近
い
場
所
に
高
齢

者
住
宅
を
建
設
す
れ
ば
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
町

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
も
資
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
福
祉
計
画
の
見
直
し

は
現
在
進
行
中
で
す
。

　

若
い
人
の
希
望
に
応
え
る
ま
ち
づ

く
り
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

早
期
実
現
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

成
人
式
は
、
20
歳
の
成
人
を
迎
え

た
若
者
を
祝
う
場
で
あ
る
と
と
も
に

成
人
と
し
て
の
責
任
や
義
務
を
理
解

し
、
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

儀
式
だ
。
同
時
に
、
新
成
人
に
と
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
見
守
り
育
て
て
く

れ
た
親
や
地
域
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
場
で
も
あ
る
。

　

成
人
式
の
ル
ー
ツ
は
、
戦
後
間
も

な
い
こ
ろ
の
埼
玉
県
蕨わ

ら
び

町（
現
蕨
市
）

に
あ
る
。
敗
戦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た

若
者
た
ち
を
励
ま
そ
う
と
地
域
住
民

が
開
い
た「
青
年
祭
」が
、
し
だ
い

に
全
国
に
広
ま
り
、
現
在
の
成
人
式

に
発
展
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　

現
在
、
地
方
自
治
体
が
主
催
し
、

一
定
の
年
齢
に
な
っ
た
人
を
集
め
て

祝
う
の
は
成
人
式
く
ら
い
だ
ろ
う
。

全
国
に
目
を
向
け
れ
ば
、
毎
年
の
よ

う
に
騒
動
が
起
き
て
お
り
、
モ
ラ
ル

の
低
下
が
叫
ば
れ
て
い
る
成
人
式
。

そ
ん
な
成
人
式
が
、
ず
っ
と
続
け
ら

れ
き
た
の
は
、
地
域
や
自
治
体
が
新

成
人
に
寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
の
表

れ
で
あ
る
と
思
う
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
若
い

世
代
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
若
者
た
ち
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
し
い
発
想
。
働

き
盛
り
の
年
代
が
持
つ
技
術
や
経
験
。

そ
れ
ら
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、

新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
施
策
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

成
人
式
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
青
年

祭
の
頃
と
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指

す
現
在
の
日
本
の
状
況
は
、
少
し
似

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

あ
の
頃
と
違
う
の
は
、
新
成
人
た
ち

が
力
強
く
立
ち
上
が
り
、
家
族
、
地

域
や
国
を
励
ま
そ
う
と
考
え
て
い
る

こ
と
だ
。

　
「
こ
の
町
で
働
き
な
が
ら
、
こ
の

町
の
人
々
を
笑
顔
に
し
た
い
」「
大

学
で
勉
強
し
た
こ
と
を
地
元
で
生
か

し
た
い
」そ
う
話
す
新
成
人
た
ち
が
、

猪
苗
代
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う

町
を
、
新
成
人
が
そ
の
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
町
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
受
け
皿
づ
く
り
を
、
町
を
、

地
域
を
挙
げ
て
進
め
て
い
く
こ
と
を

新
成
人
た
ち
に
誓
お
う
。

特
集　

誓
い　
　
　
　
　

終
わ
り

二十歳への誓い
「できれば地元に帰ってきたい」「復興のために頑張りたい」

紹介しきれなかったいろいろな意見がある。
「田舎じゃないところで暮らしたい」という人もいる。

全ての人が安心して暮らせる猪苗代へ。
前後町長がまちづくりへの決意を語る。

猪苗代町長　前後　公
ひ ろ し

Zengo Hiroshi


